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評価の概要（成果と課題）1

　障がいのある人とない人のスポーツ・レクリエーション交流事業の実施地域で行われた交流イベントを
評価し、今後の交流事業の改善や企画ガイドの作成に資する為に、事前調査・事後調査・追跡調査をアン
ケートの形で交流イベントの参加者及びスタッフに対して行った。
　事前調査は参加申込時に、事後調査は交流イベント終了直後に、追跡調査はイベント後一定期間（約 １ヶ
月）をおいた後に実施し、交流イベントを通して参加者・スタッフにどのような変化が見られたかを調査
した（実際に使用したアンケート票については、第 ６章資料 ５参照）。
　評価の概要と、評価結果を踏まえた改善のためのポイントは以下のとおりである。

　①全体の傾向

◦�イベント実施後のアンケート評価の結果をまとめると、全体の傾向として、交流イベントに参加し
た多くの参加者・スタッフが、イベントを楽しみ、また参加したいと回答していた。

　・参加者の90％、スタッフの94％が交流イベントを楽しめたと回答している。
　・参加者の88％、スタッフの90％が楽しみにしていた事が楽しめたと回答している。
　・参加者の88％、スタッフの87％が継続して参加したいと回答している。
　・参加者の94％が今後も交流イベントを実施して欲しいと回答している。

◦参加者の87％が、「スタッフは参加者のしたい事に対応できた」と回答し、89％が、「障がいのあ
るなしに関わらず一緒に楽しめるよう工夫されていた」と回答していた。

◦しかし、その一方で、障がいのあるなしに関わらず交流が深められたかという観点では、「できた」
と回答した参加者の割合が80％とやや低く、特に、「障がいのある人同士の交流ができた」と回答
した割合は68％と、障がいのない人同士の交流（78％）や、障がいのある人とない人との交流に
比べて低いなどの課題が見られた。

◦また、スタッフは、（参加者が）障がいのあるなしに関わらず交流ができていたかという問に対して、
「できた」と回答した割合が参加者よりも高く（86％）、参加者とスタッフの間で実感のずれが生
じていることが見受けられた。

◦新しく友達ができたと回答した参加者の割合については、障がいのある人同士、ない人同士、障が
いのある人とない人とに関わらず、いずれの場合も５割前後と低かったことから、今後の交流につ
なげていく点に課題が見られた。
�
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②改善のためのポイント

◦アセスメント（事前評価）の重要性
　イベント参加者の28％が参加前に「不安があった」と回答しており、主な不安内容は、「コミュニ
ケーションが取れるか」「交流ができるか」ということであった。不安の解消はイベントが楽しかっ
たかどうかにも影響を与えており、参加者の状態、不安に感じている点や、プログラムに期待する内
容などを適切に捉え、事前に十分な準備と対応策を検討しておくことは、非常に大切なことであると
言える。
　実施されたスポーツ・レクリエーション活動の運動強度については、「何も感じない」から「非常
にきつい」まで多様な回答が寄せられた。また、運動の難易度についても、「やさしい」から「難しい」
まで様々な段階で回答にばらつきがあり、単にやさしいほど楽しんでもらえるとはいえないことがわ
かった。このことから、参加対象者に合わせた運動強度や難易度のプログラム構成をアセスメントに
基づいて企画・準備をすることが、参加者の満足度や交流の深化へとつながる極めて重要な要素であ
るといえる。

◦スタッフ・トレーニングの重要性
　イベント前のスタッフ・トレーニングが十分かどうかが、不安の有無、参加者への対応、交流の深
化の促進、今後の参加への意欲等、様々な要素へ影響を与えていることが明らかになった。
　プログラムの構成や進行方法、難易度等について、参加者の様子等を見ながら臨機応変に対応する
ことは、参加者の満足度や継続した参加への意欲にもつながる。そのため、このような点を事前にト
レーニングしておくことは非常に重要である。
　特に、イベント全体の取りまとめ役や、個々のプログラムのリーダー等に対する事前のトレーニン
グは大変重要であるが、当日参加のスタッフに対しても、伝達事項などにより一層配慮することが求
められる。

◦継続的なイベント実施の必要性
　交流イベント終了1ヶ月後に行った追跡調査では、今後交流イベントがあった場合には継続して参
加したいと回答した参加者は76％にのぼった。一方で、イベント参加後に「運動や体を動かすスポー
ツ・レクリエーション活動に変化はありましたか」という問については、「変化していない」という
回答が77％であった。「日常生活で運動や体を動かすスポーツ・レクリエーション活動をすることが
増えましたか」という問についても、78％が変化していないと回答した。
　他方、スタッフの84％が、イベントの参加以降、住んでいる地域で新しい人間関係やつながりを
作る必要性を感じており、98％が障がいのあるなしに関わらず、誰もが一緒に楽しめるスポーツ・
レクリエーション活動が様々な地域で行われる必要性を感じると回答している。
　短期間または単発のイベントだけでは行動の変容や意識の変化に至ることは困難であること、その
一方で、障がいのあるなしに関わらず一緒に楽しめるスポーツ・レクリエーション活動などの交流イ
ベントのニーズがあることから、今後も継続的にこのような交流イベントを実施していくことが望ま
れる。

健常者と障害者のスポーツ・レクリエーション活動連携推進事業　連携実践研究　事業報告書
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